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一人一人の子供を主語にする
授業づくり
～２年次～

胆 振 教 育 研 究 所

（1）「一人一人の子供を主語にする授業」の具体的な実践例

（2）子供の学びを支えるために、私たちができること
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　　　　　　　　　　　　　授業の主語を、子供へ 

　　　　　　　　　　 

胆振教育研究所　所長　　佐　藤　　　淳 

 

「一人一人の子供を主語にする授業」を進めるにあたり、「単元をどのように構想

すればよいのか」「異なる方法で学ぶ子供たちの姿を、どのように見取ればよいのか」

「主体的な学びが、単なる自習に終わってしまわないか」など、さまざまな疑問や不

安を抱えている先生方も多いのではないでしょうか。 

そうした問いに応えるべく、本研究所では昨年度より「一人一人の子供を主語にす

る授業づくり」を研究主題に掲げ、理論研究を進めてきました。子供を主語にする授

業が求められる背景を整理するとともに、子供が自ら学びを進めるための具体的な授

業方法について検討し、その成果を発信してきました。また、夏季研修講座では、複

線型の授業や学びのユニバーサルデザインを取り上げ、実践的な研修を実施しました。 

私たちは、これまで「教師が何を、どのように教えるか」という視点から授業改善

を積み重ねてきました。しかし今、改めて問い直したいのは、「子供がどう学び、どう

変容したのか」という視点です。授業の主語を子供に置くとは、ただ活動を子供に委

ねることではありません。子供の思考の過程や選択、つまずきや気付きに目を向け、

それらを起点として授業を構想することです。 

その具体的な手立てとして、自由進度学習や授業の複線化があります。到達目標を

明確に共有したうえで、学習の進め方や課題の難易度、表現方法に選択の幅をもたせ

ることで、一人一人が自らの力に応じて学びを進められるようにします。さらに、一

人一台端末を活用して思考の過程を可視化し、学びを記録・共有することで、個別最

適な学びと協働的な学びを結び付けていきます。 

しかし、こうした実践を進めることは簡単ではありません。学習進度の差への対応、

評価の在り方、時間的制約、さらには教師の負担感など、現場には多くの課題が存在

します。だからこそ本紀要では、研究所員による具体的な実践を取り上げ、その工夫

や成果だけでなく、直面した課題についても率直に示しました。理論にとどまらず、

現場の試行錯誤を共有することこそが、次の実践への確かな一歩につながると考えた

からです。 

まとめとなる次年度は、所員の実践だけでなく、管内各校の取組を広く集約して

いきます。先生方一人一人の挑戦をつなぎ、学び合い、管内のみならず全道へと発

信することで、胆振の教育の歩みをさらに高みへと進めていきたいと願っていま

す。 
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Ⅰ　研究の構想　  

１１　　研研究究主主題題  

一一人人一一人人のの子子供供をを主主語語ににすするる授授業業づづくくりり  

 

２２　　研研究究主主題題設設定定のの理理由由  

（１）教育改革の動向より  

Society5.0 時代の到来、加速度を増す社会の変化など、複雑で予測困難な時代

を迎えています。急激に変化する時代の中で、一人一人の子供が自分のよさや可

能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な

人々が協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続

可能な社会の創り手となるための資質・能力を育成することが、我が国の学校教

育に求められています。 

子供に必要な資質・能力を着実に育成するためには、学習指導要領にある「主

体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改革が不可欠です。令和３年１月

中央教育審議会答申「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して」では、ICT を

活用しながら、個に応じた指導を学習者視点から整理した概念である「個別最適

な学び」と、「協働的な学び」の一体的な充実が、「主体的・対話的で深い学び」

の実現につながると述べられています。 

そのためには、私たち教員も意識を変革し、従前の「教師主導」「一斉指導」か

ら「子供たちが学習の主体者」となる授業への転換を図ることが大切です。全て

の子供たちの可能性を引き出す、「一人一人の子供を主語にする」授業づくりの推

進が、今求められています。 

 

（２）研究所の研究から 

令和３～５年度の本研究所の理論研究「個別最適な学びと協働的な学びの実現

に向けた授業づくり」から、次のような課題が見えてきました。 

□今後も個別最適な学びと協働的な学びの実現を目指した授業づくりに向けて、

胆振管内の共通理解を図るため、随時情報発信をしていく必要がある。 

□「教師が教える授業」から「児童生徒が自ら学ぶ授業」への転換を目指し、教

師の意識の変革を呼びかけていく必要がある。 

現行学習指導要領が施行され、学習の主体を子供とする授業づくりについての

理解は進んできているものの、実践については苦心している学校・先生が依然と

して多いように感じます。 

胆振管内全ての学校において、一人一人の子供を主語にする授業の実現を目指

し、先進的な実践や各学校での具体的な取組を交え、研究を深めていくことが大

切だと考えます。 

－1－
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３３　　研研究究内内容容  

（１）一人一人の子供を主語にする授業づくりとは 

　（２）一人一人の子供を主語にする授業の具体 

　（３）一人一人の子供を主語にする授業の実現を目指して 

 

４４　　研研究究のの全全体体構構造造  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【【１１年年次次】】理理論論研研究究のの基基礎礎・・基基本本    

○「一人一人の子供を主語にする授業」とは 

○教師主導から子供主体の授業へ～授業改革の具体 

○教師に求められる資質・能力

 【【２２年年次次】】理理論論研研究究にに基基づづくく実実践践研研究究    

〇「一人一人の子供を主語にする授業」の具体的な実践例 

　・「授業の複線化」を追究する同一中学校区の取組 

    (登別市立緑陽中学校区　宇南山・尾野教諭との対談) 

〇学びを支える学習環境 

　・人間関係（学級経営） 

　・学びの空間 

・ICT 等のツール　…etc

 【【３３年年次次】】理理論論研研究究ののままととめめ    

○研修のまとめ

【教育改革の動向】 

◇一人一人の子供が自分のよさや可能性を認

識するとともに、あらゆる他者を価値のあ

る存在として尊重し、多様な人々と協働し

ながら様々な社会的変化を乗り越え、豊か

な人生を切り拓き、持続可能な社会の創り

手となる資質・能力の育成が求められる。 

◇資質・能力を育むために、従前の「教師主

導」「一斉指導」から「子供たちが学習の主

体者」となる授業への転換を図ることが重

要である。

【研究所の研究から】 

◇個別最適な学びと協働的な学びの実

現を目指した授業づくりに向けて、

胆振管内の共通理解を図るため、随

時情報発信をしていく必要がある。 

◇「教師が教える授業」から「児童生徒

が自ら学ぶ授業」への転換を目指し、

教師の意識の変革を呼びかけていく

必要がある。 

【研究主題】 

「「一一人人一一人人のの子子供供をを主主語語ににすするる授授業業づづくくりり」」
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Ⅱ　研究内容   

１１　　「「一一人人一一人人のの子子供供をを主主語語ににすするる授授業業」」のの具具体体的的なな実実践践例例  

（１）「授業の複線化」を追求する同一中学校区の取組 

本研究所では、３年間を通して「一人一人の子供を主語にする授業」の探究を進

めています。今年度は、その第２年次にあたり、「個別最適な学び」と「協働的な学

び」の調和を視野に置いた授業を具体化する実践の一環として、「授業の複線化」を

取りあげフォーカスしていきます。 

　　「授業の複線化」とは、子供が自分の学び方を選び、自らのペースや関心、理解

の深まりに応じて複数の学習ルートを進むことを可能にする授業の構えです。例え

ば、課題に対して子供が「一人で考える」「友達と相談する」「先生と対話する」な

ど、自分に合った学び方を選ぶことができます。 

　　この考え方を理解する上で有効なのが、下の図です。単線型授業では全員が同じ

進行で学ぶことを前提としますが、複線型授業は学びの多様な進行・選択を想定し、

子供一人一人の実態に応じた学びが可能となるよう設計します。 

 

※図～「GIGA スクール構想×クラウド活用」(文部科学省) （https://www.mext.go.jp/studxstyle/special/49.html）より 

 

管内でも既に「一人一人の子供を主語にする授業」を目指して、現在各校で「個

別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実の実現に向けた授業改善が行わ

れています。「授業の複線化」の実践から得られるヒントや気付きが多く、大変意義

のあるものと考えます。 

今回は、同一中学校区の小学校と中学校それぞれで授業の複線化に取り組んでこ

られた、宇南山大輔先生（登別市立富岸小学校）と尾野成篤先生（登別市立緑陽中

学校）との対談を紹介します。小学校から中学校へと学びがどのように連続・発展

していくのか、校種をまたいで考えることは、今後の授業改善やカリキュラム・マ

ネジメントにとっても非常に重要であると考えられます。 

　　ここからは、２名の先生との対談を通して、「複線化」の考え方の背景、具体的な

実践の工夫、そしてそこに込められた思いを紐解いていきます。この対談を通して、

子供を主語にした授業のイメージをより具体的に描いていただければ幸いです。

－3－
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（２）宇南山教諭・尾野教諭との対談内容（Q＆A形式・敬称略） 

　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q1: 授業の複線化を通して、先生方が子供
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ださい。 
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た時に、様々な変化に対応できるような人

になってほしいという点です。教科的な部

分よりは、人としてどう成長していくかと

いうところを念頭に置きながら授業をす

るようになりました。数学科なので、以前

は高校受験も考え教科的な指導ばかりを

重視していましたが、今は授業を通して世

の中に出た時にどういう人間であってほ

しいかという人としての部分を大切にし

ています。 
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ていくか、どんな形の授業が良いかを考
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方を学んだのが、授業を変える大きなき

っかけになりました。 
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Q3: このような先進的な取組を行う上で、う

まくいかなかったことや悩んだことはあり

ましたか?また、それを乗り越えるきっかけ

や工夫などがあればお聞かせください。 

尾野: まず今もそうなんですが、正解は

分かりません。それが一番の不安な部分

です。ただ、久喜市に行かせてもらったり、

いろんな方の講演を聞いたり、身近に宇

南山先生の取組を見せてもらったりと、

周りに「変えていこう」という人たちの生

の声があったので、自分もこの方向性は

間違えてないんだなと確認しながらやっ

ています。子供たちは意外と柔軟で、我々

が心配するほど何も考えてないわけでは

なく、僕たち以上に考えてやってくれる

んですよね。当初は授業崩壊を心配しま

したが、子供たちは自分のペースで学ぶ

ようになると、すごく集中力を見せてく

れます。子供たちを信じ、少しずつ委ねる

ことで、主体的な学びに変えていけると

感じています。 

宇南山: 私の４月の大失敗として、スモ

ールステップの設定が難しかったことで　

す。特に「やらないは有り得ない」という

子供たちとの共通認識を作るのに苦労し

ました。例えば、タブレットへの入力やチ

ェックマークをつけるといった習慣がな

かなか身に付かず、繰り返し行う必要が

ありました。これを乗り越える工夫とし

ては、何のためにタブレットに入力する

のか、チェックマークをつけるのかとい

う、子供にメリットがある共通言語を作

ることです。例えば、「先生が助けてくれ

る」「友達の意見がよく分かる」といった

メリットを伝え、子供たちと同じ思いを

もって伴走者として取り組むことを意識

しました。 

 

 

Q4: 子供たちが「問い・問題意識」をもって

学んでいくための手立てについて、先生方

が有効だと感じたもの、または学習の方向

がずれていった時の対応について教えてく

ださい。 

宇南山: 問いをもって学ぶための手立て

は２つあります。１つ目は、子供たちに実

際社会の事象を用意することです。「今の

社会はこうだよね、こんな風になってい

るんだけどどうしてだろうね?」というよ

うに、教科書以外の実社会の事例も使っ

て問いをもたせる仕掛けをしています。

２つ目は、問いを立てる時の言葉を 10 個

ほど用意し、「どのように、どのような、

なぜ」といった問いとして使える言葉を

例示しています。方向性がずれた場合は、

まず問いを集約し、クラスで出た問いを

幾つかにまとめるなどして、そこから子

供たちに選ばせる形をとっています。こ

れは、問いがどういうものか、何が課題に

即した問いなのかを練習するためでもあ

ります。 

尾野: 中学校は高校受験があるので、小

学校よりも複線型の授業は敬遠されがち

です。ですから、僕の授業では基本ベース

は教科書の学習内容に沿い、受験にも向

き合える形にしています。デジタル教科

書を活用しながら、スライドを用意し、学

びのガイド、つまり方向付けは必ずして

います。子供に「ゼロから任せた、好きに

やっていいよ」とやると方向は絶対にず

れてしまうので、スライドに沿って進め

ます。ただし、学力は人それぞれ違うので、

ゆっくりやる子もいれば、友達に聞いて

もいいし、YouTube など参考になるリンク

も用意したり、友達と交流する場面を自

由にさせています。「ただの自習にならな

いように」と、「自習じゃないんだよ」と

いうことは日頃から伝えています。 
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Q5: 学びの方法・内容・ペースなど、何を子

供たちに選ばせるかという場面をどのよう

に設けていますか?また、任せたことでう

まくいかなかったことはありますか? 

尾野: 今年初めて１年生を担当し、複線

の授業に慣れていない子もいました。最

初は落ち着かない状態だったので、いき

なり何でもかんでもフリーにすると授業

崩壊するだろうと考え、まずは協働的な

学びよりも個別最適な学びの方を重要視

し、自分のペースでできる内容に取り組

むことを重視しました。去年のように３

年生で持ち上がりの学年であれば信頼関

係があるので最初から立ち歩きや教え合

いを許可していましたが、１年生の１学

期は、好き勝手におしゃべりするなど間

違った方向に行く可能性も考え、あえて

従来の自分の席で落ち着いて、というと

ころを念頭に置きました。やる時期や子

供たちの成長の度合い、環境によってや

り方を変える必要があり、必ずしも全て

の時間を完全に複線化させる必要はない

と認識しています。 

宇南山: 段階としては、まず「学習方法

の複線化」から図りました。例えば、最後

のまとめを紙でやるかデジタルで作るか

を子供たちに選択させました。その次に、

「学習対象の複線化」です。大きな学習課

題は同じでも、一人一人の問いが違う形、

例えば「縄文時代の武器についてやるよ」

「食べ物についてやるよ」といった形で

進めました。そして３学期には「学習課題

の複線化」を図りたいと思っています。任

せる中で苦労した部分は、やはり「複線化

＝任せること」が念頭にあったものの、

「任せる」というのは結果論でしかない

ということです。教師主体では個別最適

な学びは難しく、その結果として子供に

任せていく、学習のコントローラーを握

らせていくことが重要だと感じています。

うまくいかなかったこととしては、やは

り子供たちが学習にならず、作業になっ

てしまうことです。学び方を知らない子

たちにいきなり任せても、遊びになって

しまうので、そもそもの学び方、学習方法

という部分をまずは定着させることが、

学校全体で段階的に取り組むべき課題だ

と感じています。 

 

Q6: 子供たちの「振り返り」について、具体

的な方法と、それが授業改善にどのように

活かされているか教えてください。 

宇南山: 振り返りは毎時間やるようにし

ています。子供たちには「何が分かったか」

を自分の言葉で書くことを重視していま

す。また、分かったことだけでなく、何が

分からなかったか、何がうまくいかなか

ったかまで振り返らせることで、キーワ

ードである「メタ認知」を育成していかな

ければならないと感じています。子供た

ちには「反省はする必要はないよ」と伝え

ています。自分が得意なこと、うまくいっ

たことも含めて「自分を知る」ことを振り

返りで意識させています。授業改善につ

いては、振り返りを評価の一部にも取り

入れています。書くことが難しい子もい

るので、自己評価を数値化させることも

やらせました。例えば、授業の満足度を点

数でつけさせたり、ABC 評価(ルーブリッ

ク)を取り入れています。１時間目には必

ず全員Ⅽからスタートにしており、そこ

から「こういう手引きなんだけどどうだ

い?」と返し、できることやできないこと

を自覚させるようにしています。 

尾野: 私はスプレッドシートで毎時間５

分から 10 分、授業の終わりに振り返りを

入力させています。これもメタ認知的な

部分で、「自分は何ができて何ができてい
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ないのか」を自覚させるためです。また、

今の中学生は言語化する力が弱いと感じ

ているので、数学的な内容を数学の用語

を使って表現し、アウトプットする場と

しています。インプットよりもアウトプ

ットする時間を大事にしています。 特に

重要視しているのは、「質より量」です。

たくさん打ち込ませることで、自分がこ

の１時間でどんなことができて、どんな

ことができていないかをアウトプットし、

自分のものとしていく繰り返しです。他

の人の考えを参考に書かせたり、数学的

な表現を書かせたり、今日の学び方自体

がどうだったかなど、いろんな角度から

の振り返りを大事にしています。また、他

者参照ができるよう、学年全員が Google

サイトを活用し、いつでもどのタイミン

グでも振り返りを共有できるようにして

います。他の子の振り返りを見て参考に

できるようにしたり、コメントを残した

りもしています。これにより、タイピング

能力や情報活用能力の育成にもつながっ

ています。 

 

Q7: 学校全体として、この実践の成果や気

付き、共有について教えてください。 

尾野: 正直難しさを感じているのは確か

なのですが、複線化よりもまず、うちの学

校として進めているのは校務 DXです。校

務 DXを進める中で、タブレットの効果的

な部分や機能が授業に活かせることに気

付きました。年配の先生方も ICT 活用を

敬遠しがちでしたが、若い先生方が使っ

ていることもあり、お互いに声を掛け合

いサポートし合う中で、校務 DX がすごく

進んできたという実感があります。これ

を次に授業に活かしていこうというステ

ップアップにつながっています。 教科の

中では、私自身が数学を教えていますが、

他の数学の先生に授業を見てもらったり、

他の教科でも英語科や社会科などが、「一

部子供に委ねる時間を作ってみませんか」

「クラウド活用してみませんか」といっ

た形で少しずつ前に進もうとしています。

久喜市の教授の話で、「一歩一歩、歩みを

一緒にすることは難しい。だけど、方向性

を同じくしていくことであれば、そんな

にハードルは高くない」という話を聞き、

確かにそうだと感じました。うちの学校

では先生方と同じ方向を向いてできてい

るという感覚があります。 

宇南山: 荒療治的ではあったのですが、

とにかく子供と同じツールを先生方も使

うことからスタートしました。一昨年導

入した際は抵抗感があった先生もいらっ

しゃいましたが、今では自分たちの方か

ら「これ使ってみたいんだけど」と声をも

らい、使う意識がすごく高まっています。 

尾野先生の話にもあったように、「足並み

を揃えるのではなく、方向性を揃える」非

同期的な研修のあり方も取り入れられて

おり、先生方も個別最適な学びをしてい

る意識があります。今年度は中間報告会

を行い、それぞれが実践したこと、失敗し

たことを先生方も一人一人が発表する場

を設けました。これも子供たちの学びと

相似形で、一人一人が学びを表現してい

くことが本校の研修テーマにもなってい

ます。共通しているのは、子供たちの学び

と教師の学びは相似形であるということ

です。 
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Q8: 小中学校の連携について、学習の複線
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Q10: これから本格的にこのような実践を始

めてみようと思う先生方へ、メッセージをお

願いします。 

尾野: 冒頭でも言いましたが、間違いない

と思うのは、僕自身、色んな人の授業を見

たり、様々な方々とこうやって喋ったりと、

交流する機会をもつことの重要性を改め

て感じました。久喜市や信州大学の佐藤和

紀准教授の話を聞くなど、新しいチャレン

ジをしている人たちの授業や話を聞くと、

すごく刺激になります。これが正解か不正

解かはまだ分かりませんが、「やってみた

けど失敗した」という経験でも良いと思い

ます。ぜひ僕自身も交流させていただきた

いですし、お互いにこれが正解、これが不

正解とすぐに棲み分けをするのではなく、

最終的に子供たちにとって良い学びを、と

いう方向はどの先生方も同じだと思いま

すので、手を取り合って、より良い授業の

形を模索していけたら良いなと思います。 

宇南山: 子供たちがこれから生きていく

社会、いわゆる VUCA の社会に対応できる

子供を育てていく中で、大人が「我々は変

わりません」ではダメだと思います。子供

たちが変化の激しい社会に生きていくの

であれば、大人もそうしなければなりませ

ん。社会の変化に敏感になっていくことが、

「社会に開かれた教育課程」にもつながる

と思います。私もどちらかというと「方法か

ら入った」人間です。「こうやればいいんだ」

「スプレッドシートで他者参照させればい

いんだ」というところから入って、その良さ、

本質は何だろうと考えてきました。これも一

つのやり方だと思います。ただ、やってみな

いと批判もできませんし、建設的な議論もで

きないままなので、まず何か取り組んでみる、

何か一歩やってみるところから、子供たちに

委ねる場面を設けることができると思いま

す。 

本対談で語られた両名の先生は、変化

の大きい社会に対応し、自ら学び続ける

力を育むことを何より大切にされていま

す。これは、中央教育審議会答申（令和

3 年 1 月）が示す「個別最適な学び」と

「協働的な学び」の一体的な充実、そし

て学び続ける力の育成という方向性とも

重なります。 

対談では、道外視察や GIGA 端末の導入

をきっかけに、教師の役割が「知識を教

える人」から「子供の学びに寄り添い、

ともに考える伴走者」へと変わってきた

ことが語られました。子供が自ら問いを

立て、振り返り、学び方や課題を選ぶた

めの工夫を積み重ねることで、主体的な

学びが教室の中心に据えられている様子

が伝わってきます。 

また、学校全体で ICT を活用しながら

実践を共有し合い、互いに声を掛け合う

中で、先生方の授業改善が着実に進んで

いることもうかがえます。全員が同じ形

を目指すのではなく、それぞれの実践を

持ち寄って学び合う教職員集団の姿は、

答申が示す「学校の質の向上」にも重な

るものと言えるでしょう。 

さらに、小学校で培われた学び方や情

報活用の力が、中学校での探究的な学び

や自立的な課題解決を支えているという

ことも重要です。義務教育９年間を見通

した学びの連続性が、子供たちの主体性

や学び続ける力を育てていく土台になっ

ていることがうかがえます。 

子供とともに学び、教師自身も学び合

いながら成長し続ける――その姿勢こそ

が、この対談全体を貫いている最も大切

なメッセージなのだと感じました。 

－9－
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資料１ 尾野先生の「学びのガイド」

資料２ 尾野先生のスプレッドシート記入例
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資料３ 宇南山先生の「ルーブリック＆振り返りシート」（Google ドキュメント）
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資料３ 宇南山先生の「ルーブリック＆振り返りシート」（Google ドキュメント）
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２２　　子子供供のの学学びびをを支支ええるるたためめにに、、私私たたちちががででききるるこことと  

――  所所員員所所属属校校ででのの実実践践をを通通ししてて  ――  

 

（１）「一人一人の子供を主語にする授業」の実践から 

　　　「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」という理念は、現在の教育改革

の中心に位置付けられ、各地の学校でその具現化に向けた取組が進められています。

一方で、こうした理念を日々の授業の中においてどのように具体化していくのかにつ

いては、まだ手探りの段階にある学校も少なくありません。 

 

　　　本研究所では、従来の授業観を見つめ直し、「一人一人の子供を主語にする授業」と

はどうあるべきかを問い続けてきました。中でも、学習の複線化については、そのア

プローチの一つとして注目しています。宇南山先生と尾野先生との対談を通して、予

め定まった形式や一つの正解があるわけではなく、子供の姿に向き合いながら試行錯

誤を重ねていく過程そのものが、授業を形作っていく上で重要であるということが見

えてきました。その要素として「「人人（（関関係係））」」「「場場（（環環境境））」」「「ツツーールル」」のの３３つつを重視し

ていると考えられます。 

 

　　　次のページからは、研究所員の所属する学校で行った「一人一人の子供を主語にす

る授業」の実践を紹介していきます。どの要素を起点として授業が構成されているの

か、またそれらがどのように結び付いて働いているのかという視点から、この後の実

践を読んでいただければと思います。それぞれの実践は、統一された型にはまるもの

ではなく、各校がそれぞれの学校・学級の実態や日々の授業の積み重ねの中で構成さ

れたものです。実践してみて初めて気付いたことや、子供の反応を通して改めて考え

させられたことなどに注目して記載しています。授業の構成や教材の工夫に加えて、

子供同士や教師との関係、教室の学習環境、ICT や補助教材など、学びを支えているさ

まざまな条件が、実際の授業の中でどのように関わり合っていたのかにも、目を向け

ていただければと思います。 

 

－1 2－
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１１　　ははじじめめにに 

　中学 1 年生の理科　「１いろいろな生物とその共通点」２章「植物の分類」の実践を

３章「動物の分類」で改善した様子を以下にまとめました。「見通しをもつ」、授業や学び

方を「振り返る」の２点に重点を置き授業を進めています。まだまだ、「これだ！」とい

う授業実践は得られておらず、試行錯誤を続けている現状です。 

２２　　実実践践のの成成果果とと課課題題 

（１）実践内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊達市立伊達中学校の実践　　「理科の授業実践」

 手立て 指導の意図
 クエストチェック表 ・シラバスの役割をもつもの 

（単元全体の見通しをもたせる） 
・To do リストとして何をするかを確認する 
（主体的に学ぶ、どんどん先取りすること、

自分のペースと順序で進めることを考え
る）

 振り返りシート 
 
 
 

学びの振り返り 
・学習内容の振り返り 
（１時間でわかったこと、次への課題） 
・学び方の振り返り 
（1 人、数人での取組の反省、改善をする）

 教科書を google スライドでまとめる ノートがわりに使用 
・一斉授業ではなく、自分で進めてまとめる
力をつけさせたい。（受け身から自走へ）

 手立て 指導の意図
 振り返りシート   

プリント版    (データ版：チェックのみ) 
振り返りシートをプリントでの手書きをし
て、目標、振り返りをさせていた。 
低学力層は、継続して書くことができなかっ
たため、チェックのみの振り返りシートと二
択にして自分で選んで使えるようにした。 
全体としては、プリントが多い傾向である。

 教科書を google スライドでまとめる 低学力層の生徒を集め、黒板前で授業。 
進み具合をサポートした。 
一斉授業ではない分、生徒の苦手な点を個別
指導する時間が生み出せる。

－1 3－
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（２）成果と課題 

 

（自分でまとめたが教師の　　　　　　　　　　　　　（自分でまとめ周りと交流、 

チェックが無い）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誰と学ぶか検討） 

 

 

 

 ２２章章　　植植物物のの分分類類 ３３章章　　動動物物のの分分類類

 
取組の成果 取組の成果

 ・自分のペースで先へ先へ進められる生徒

は、自分のペースで全員が終わるまで待

つことなくどんどん進め、知識の定着・

思考力の伸長を図ることができました。 

・自分で本時の目標を設定することで、見

通しやどれだけ頑張るかを明確にして取

り組むことができました。 

・学習意欲があまり高くない生徒でも、友

だちと協力して教えてもらえながら学習

に向き合うことができました。

・選ぶことで、自分のやり切れる方法を選

んで意欲が高まった生徒も見られまし

た。 

・低学力層へ積極的に指導するなど一斉授

業の要素も取り入れることで、知識の定

着に向けた取組に効果がありました。 

　（一斉授業では時間が取れないが、個別

に進めることで、低学力層への支援が可

能に）

 
取組の課題 取組の課題

 ・一人一人の進捗状況やまとめの内容、知

識の定着度合いの確認が不十分であり、

自習と変わらない取組であった生徒も見

られました。（周りとの交流・学び合いの

欠如） 

・友だちと取り組めるため楽しく学習して

いた反面、内容が伴わない様子が見られ

ました。 

・学び方が固定され、調べ方の固定化や、

友だちのまとめを丸写しなど取組が人任

せになる様子が見られました。 

・学ぶ仲間が固定され、学びのために必要

な人ではなく、仲のいい人との取組が多

くなることがありました。

・単元全部は自由進度学習や複線型の学習

は難しいと感じました。時間がかかり、

予定通りの進度とならないことがありま

す。 

・自分の学びを自分で改善していく力は、

引き続き指導し続ける必要があります。 

・目標やこの学習も「なぜに取り組むか」、

「何がわかればよいか」、「なぜ学ぶのか」

を明確にすることで、学習意欲を高める

ことが必要だと思います。 

・生徒自身が選択した手段や方法の妥当性

の検討を常にさせていくよう働きかけが

必要でした（振り返りのチェックと活用

を通して）。
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１１　　授授業業のの実実践践ににつついいてて 

　　２年生の数学科において、問題を解決するためのステップを生徒に委ねることができ

るような配慮や、学力上位層の生徒が問題解決後の時間を有効に活用することができる

ように工夫することの２点を意識して授業改善を行いました。授業の実際は以下の通り

です。 

 

　(１)単元について 

　　２年生　数学科　４章「図形の調べ方」２節「図形の性質の利用」 

 

　(２)授業の展開について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

　・授業の展開部分では、生徒たちは次のように問題解決を進めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課課題題：：いいろろいいろろなな図図形形のの角角度度をを求求めめるるここととががででききるる

本時の課題と問題を確認した後、 

∠x の大きさを求めた生徒には、

「なぜそうなるのか、仲間にわか

りやすい説明を考えよう」と追加

で発問しました。

∠xの大きさを求め、仲間のために

わかりやすい説明を完成させてい

ました。その後、発展問題として星

形の図形の頂角の和を求め、その

根拠の説明を考えていました。

教師主導で問題を解決するた

めの視点を共有した後、∠xの

大きさを教師や仲間とともに

スモールステップで求めてい

ました。

教師主導で問題を解決するための

視点を共有した後、∠x の大きさを

教師と一緒に考えて求めました。

問題を解決するための視点を

仲間とともに考えた後、自力で

∠x の大きさ求め、仲間にわか

りやすい説明を完成させてい

ました。

答えを求める
ことができて
うれしかった
ようです。

登別市立登別中学校の実践　　「一人一人の子供を主語にする数学の授業づくり」

このページのみ、PDFを4c→1c変換時　プロファイルをDot Gain 30%で変換（ほかは15%）
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２２　　実実践践のの成成果果とと課課題題 

(１)成果 

・終始、生徒たちが主体的に楽しそうに数学の問題に取り組む姿が見られました。 

・協働的な学習が、問題に対する理解の深まりや、生徒同士の人間関係の構築に効果

があったと感じました。 

・生徒にとって仲間にわかりやすく説明することで自己有用感が高まり、仲間の考え

や説明を素直に受け止めることが寛容さにつながったと感じました。 

 

(２)課題 

・課題を「いろいろな図形の角度を求めることができる」としました。学力下位層の

生徒にとっては十分であったものの、中位～上位の生徒たちにとっては達成が容易

でした。 

→課題を選択させる工夫が必要だったかもしれません。 

・振り返りについて、スプレッドシート等 ICT を活用する方が、生徒にとっても教師

にとっても共有しやすく評価しやすいかもしれないと感じました。 

※現在は振り返りシートを紙で配布し、記入後、章末に提出する形式です。数学な

ので複雑な公式を記入したり、図を書いたりして振り返る生徒もいるので、紙ベ

ースで進めるか ICT を活用するか今後検討していく必要性を実感しています。 

・今回の授業では多くの生徒がこの問題のみで終わり、他の問題演習に取り組む時間

がありませんでした。学習の定着を確認するための問題演習をどのように設定する

かが課題だと感じています。 

・自分が担任している学級以外の授業で、同じように授業が進行できるか不安です。 

→日頃の学級経営の土台が大きいと実感しました。集団の雰囲気や人間関係など授業

者と生徒が多くの時間や価値観を共有していないと、生徒に委ねることは難しいと

感じました。 

 

生徒の声（振り返り） 
・自分が知っている性質を駆使して正解を求めるのは楽しく、図形が好きになった。 

・補助線を引くことが大切だとわかった。また、思っていることをうまく文章にすることが大切

だと思った。 
・図形の問題が解けてスッキリした。スライドの説明を最後に聞いて、角度の求め方を理解はし

たが、説明の書き方が最後までわからなかったのが自分としては残念だった。 

本本時時ののままととめめ：：いいろろいいろろなな図図形形のの角角度度をを求求めめるるたためめににはは、、補補助助線線をを引引きき、、  

　　今今ままででにに習習っったた性性質質をを利利用用ししてて考考ええるるととよよいい
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１　理科の授業における複線化 

（１）５年生理科　【Google form を使って調べたい実験を複線化】 

①植物の発芽と成長「発芽の条件」 

問題：植物が発芽するためには水のほかに何が必要だろうか。 

予想：「温度」「空気」「日光」が必要 

「「温温度度」」とと「「空空気気」」・・「「温温度度」」とと「「日日光光」」・・「「空空気気」」とと「「日日光光」」  

３つのうち、どの組み合わせを調べたいかアンケートをとってグルーピングし、実験計画

から考察まで児童（グループ）自身が進めるようにしました。 

②流れる水のはたらき「流れる水のはたらきが大きくなるとき」 

問題：流れる水のはたらきが大きくなるのは、どのようなときだろうか。 

予想：「「水水のの量量をを増増ややすす」」「「かかたたむむききをを大大ききくくすするる」」「「水水をを流流すす勢勢いいをを強強くくすするる」」「「土土をを増増ややすす」」  

アンケートをとってグルーピングし、実験計画から考察まで児童（グループ）自身が進め

るようにしました。（一人しかいないところも、一人で実験をしました） 

③物のとけ方「とけたものを取り出すには」 

問題：水にとけた物は、どのようにすればとり出すことができるのだろうか。 

予想：「「液液をを冷冷ややすす」」「「液液をを蒸蒸発発ささせせるる」」「「液液ををろろ過過すするる」」  

アンケートをとってグルーピングし、実験計画から考察まで児童（グループ）自身が進め

るようにしました。 

 

（２）６年生理科【考察の複線化】 

①物の燃え方と空気「空気の変化」 

問題：物が燃える前と物が燃えた後で、空気はどのように変わるのだろうか。 

計画：気体検知管で燃える前後の空気の O₂・CO₂の割合を計測 

石灰水を使って燃える前後でのちがいを確認 

考察：タブレット（スクールタクト）に３つの方法から選んで考察をつくる。 

⇒できた考察を画面上で見合って交流 

Ａ：図・絵で考察する　　　　　　　　　　　Ｂ：表・グラフで考察する 
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C：説明（ストーリー）で考察する 

 

 

 

 

 

 

 

２　実践の成果と課題 

(１)成果 

５年生 

・児童が自ら調べたい内容を選択する形とした結果、計画段階から意欲的に活動するなど、学

習を「やらされているもの」ではなく、自分事として捉えている様子が見られました。 

・他のグループの実験結果にも関心をもち、自ら他グループのテーブルを訪れて観察する姿が

見られるなど、自然な形で学び合いが生まれていました。 

・予想を立てた後にその場でアンケートを作成し、即時に回答を得る仕組みを取り入れたこと

により、他者の意見に左右されることなく、自分が興味をもつ実験を選択できていました。 

６年生 

・考察は本来、結果をもとに文章で説明する必要がありますが、文章表現を苦手とする児童は

考察を書かずに活動を終えてしまう傾向が見られます。そこで、本実践では「絵や図、グラ

フで表してもよい」という選択肢を設けました。その結果、児童は自らが描いた絵や図、グ

ラフに対して「なぜそのように表したのか」「どこを見てほしいのか」を説明する過程で、自

然と考察らしい文章表現を差し込む姿が見られました。実際に、絵や図、グラフのみを記入

して活動を終えた児童はおらず、表現方法の複線化が児童一人一人の思考をことばで整理し

ようとする姿勢の形成につながったと考えられます。 

(２)課題 

５年生 

・時数や条件設定の関係上、児童が自らの手で実験を行うことが難しいこともありました。ま

た、市販の単元テストが教科書に示された実験方法を前提として作成されているため、複線

化した実験に取り組んだ児童の中にはテストの得点に結びつかないケースも見られました。 

・児童によっては予想が外れる実験結果となる場合もあり、その際には、結果をどのように捉

え直すかについてのフォローや支援が必要です。特に、「失敗のように見える実験にも学び

の価値がある」ことを実感できるような指導上の工夫が求められます。 

６年生 

・考察の交流においては、児童一人一人が記入した考察を画面上で共有し、互いの内容を閲覧

する形で行いました。そのため、相手の考えを読み取ることに終始しやすく、内容について

意見を交わしたり、互いの考えを深め合ったりするような対話的な学びが生まれにくい状況

でした。今後は、画面上での共有に加えて、意見の違いや共通点に着目して対話を促す仕組

みを設けるなど、考察の交流をより相互的・発展的なものにしていく工夫が必要と考えます。 
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１　振り返りと調整を軸にした授業づくり 

振り返りとは、今日の授業を「よかった」「できなかった」で終わらせず、そこから次

につなげるための時間です。自分の学びを客観的に見つめ、「次はこうしてみよう」と考

えることで、子どもたちは少しずつ自分の学び方をコントロールできるようになります。

また、その中で生まれるのが「調整」です。調整とは、学び方を工夫したり、関わる相手

を選んだりして、自分に合った方法を見つけていくことです。この「振り返り→調整→実

践」というサイクルを繰り返すことで、子どもは“やらされる学び”から“自分で学びを

つくる学び”へと変わっていくと考え、日々子どもたちと取り組んでいる具体を４つご紹

介いたします。 

(１)なぜ学ぶのか？ 

単元の最初に「この学習を通して何ができるようになるのか」「どんな力をつけたい

のか」を一緒に考えます。例えば、総合的な学習の時間なら「発表会をするのはなぜだ

ろう？」、国語なら「『ごんぎつね』を読んで、不思議に思ったことはある？」といっ

た問いから始めると、学びが“自分ごと”になります。 

 

 

 

 

(２)ゴールから逆算して学びを見通す 

単元の終わりにどんな姿を目指すのかを共有し、そこから学習の流れを一緒に考え

ます。「ラーニングマウンテン」を活用して、目標までの道筋を見える形にすることで、

「今自分がどこにいるのか」「次に何をすればいいのか」が分かるようにしています。 

 

 

 

 

 

伊達市立東小学校の実践　　「振り返りと調整を軸にした授業づくり 子どもが学びの主役になるために」 

19
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（３）「調整した？」を合言葉に 

調整とは、ただ仲の良い友達と話すことではなく、「課題を解決するために誰と、ど

う関わるか」を考えることです。「自分とは違う考えを持つ人に聞いてみよう」「得意

な人に教えてもらおう」など、目的を意識した学び方を選べるようにします。教師が

「今日はどうしてその人と学んでいるの？」と声をかけることで、子どもは自分の選び

方を言葉にできるようになります。 

 

 

 

 

 

 

(４)振り返りを“セーブデータ”にする 

毎時間の振り返りは、次の学びにつながる大切な記録です。「できたこと」「どう乗

り越えたか」「次に挑戦したいこと」を書かせることで、過去・現在・未来をつなぐ学

びになります。また、子どもの振

り返りを読むことで、教師も授業

のねらいが届いているかを確認で

きます。多くの子が「調整する時

間がなかった」と書いていれば、

授業の進め方を見直すサインとと

らえています。 

  

２２　　実実践践のの成成果果とと課課題題 

　 

自分たちで学習課題を乗り越えようと自然と協働（＝調整）する姿が見られるように

なってきました。また「先生、次は何をしますか？」ではなく、「先生、次は○○してみ

たい！」というように発言が変わってきたように感じます。学びを自らでかじ取りする

姿が少しずつ見られるようになってきました。一方で、「誰と学ぶか」だけでなく、「ど

の課題から取り組むか」「どこで学ぶか」「どのくらい時間をかけるか」といった選択肢

も子ども自身で選べるような環境を作り上げていくことが今後の課題です。 

－2 0－
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一人一人の子供を主語にする授業

（２）人・場・ツールが支える学び 

 

前段で示した３つの要素が次の図のように、相互に作用することがとても重要であると

考えます。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

子供一人一人が自分の学びを自分で調整し、主体的な学習者として関わろうとするとき、

教室の中にどのような条件が整えられていたのかについて、整理します。 

 

　まず、伊達中学校の実践では、クエストチェック表や振り返りシート、Google スライド

などを用いて、子供が自分のペースや方法を選びながら学習を進められるよう、特に「ツ

ール」の工夫がなされていました。その結果、 

・本時の目標を自分で設定し、どれだけ取り組むかを見通せた生徒が見られた 

・自分に合ったやり方を選ぶことで、学習への意欲を高めた生徒が見られた 

という成果がありました。しかし、一方で、 

・自習と大きな違いが感じられない取組であった 

・丸写しや、関わる相手が固定されてしまう様子が見られた 

・学び方そのものが形だけになってしまう場面が見られた 

など、「人」「場」の要素において、課題も見られました。 

 

また、伊達小学校の実践では、子供一人一人の興味や得意・不得意に応じて学び方を選

べるようにし、学びの入りやすい環境づくりという「場」を広げようとする工夫が重視さ

れていました。一方で、選んだ学びをどのように振り返り、どのように次の学習につなげ

ていくのかについて、課題が見られました。選択肢を増やすことは重要ですが、選んだ学

び方が学習のねらいとつながっているのか、子供自身が確かめていけるようにするための

方策が必要です。そのためには「人」「ツール」の要素を相互に働かせていく工夫が必要で

す。ゴールの共有や見通し、振り返りの時間、そして教師や仲間からの問いかけがあって

こそ、「選択」は一人一人の成長につながっていくと考えられます。 

そして、登別中学校の実践では、問題を解くだけでなく、「仲間に分かりやすく説明する

問いや迷いを安心して 

出せる人間関係（人）

異なるペースや方法の学

びが自然に共存できる 

教室環境（場）

学びの過程を見える形に

し、振り返りや共有を助け

る ICT・教材（ツール）

－2 1－



21 

一人一人の子供を主語にする授業

（２）人・場・ツールが支える学び 

 

前段で示した３つの要素が次の図のように、相互に作用することがとても重要であると

考えます。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

子供一人一人が自分の学びを自分で調整し、主体的な学習者として関わろうとするとき、

教室の中にどのような条件が整えられていたのかについて、整理します。 

 

　まず、伊達中学校の実践では、クエストチェック表や振り返りシート、Google スライド

などを用いて、子供が自分のペースや方法を選びながら学習を進められるよう、特に「ツ

ール」の工夫がなされていました。その結果、 

・本時の目標を自分で設定し、どれだけ取り組むかを見通せた生徒が見られた 

・自分に合ったやり方を選ぶことで、学習への意欲を高めた生徒が見られた 

という成果がありました。しかし、一方で、 

・自習と大きな違いが感じられない取組であった 

・丸写しや、関わる相手が固定されてしまう様子が見られた 

・学び方そのものが形だけになってしまう場面が見られた 

など、「人」「場」の要素において、課題も見られました。 

 

また、伊達小学校の実践では、子供一人一人の興味や得意・不得意に応じて学び方を選

べるようにし、学びの入りやすい環境づくりという「場」を広げようとする工夫が重視さ

れていました。一方で、選んだ学びをどのように振り返り、どのように次の学習につなげ

ていくのかについて、課題が見られました。選択肢を増やすことは重要ですが、選んだ学

び方が学習のねらいとつながっているのか、子供自身が確かめていけるようにするための

方策が必要です。そのためには「人」「ツール」の要素を相互に働かせていく工夫が必要で

す。ゴールの共有や見通し、振り返りの時間、そして教師や仲間からの問いかけがあって

こそ、「選択」は一人一人の成長につながっていくと考えられます。 

そして、登別中学校の実践では、問題を解くだけでなく、「仲間に分かりやすく説明する

問いや迷いを安心して 

出せる人間関係（人）

異なるペースや方法の学

びが自然に共存できる 

教室環境（場）

学びの過程を見える形に

し、振り返りや共有を助け

る ICT・教材（ツール）
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こと」までを学びのゴールとして委ねたことにより、 

・図形に対して前向きな気持ちをもつようになった 

・自分の言葉で説明することの大切さに気付いた 

といった変容が見られました。「人」「場」の要素を重視したことで自己有用感の高まりも

感じられました。 

一方、課題の難易度の設定や時間配分の在り方、学習過程を他者参照できる工夫として

紙や ICT などを選択した振り返りの方法等、主に「ツール」における記録や共有の仕組み

づくりが必要であると考えられます。 

　 

さらに、東小学校の実践では、「振り返り」と「調整」を学習の中核に据え、子供が自分

の学びを振り返り、次の学び方を自ら選び直していく過程が積み重ねられていたことが分

かります。「調整」を、単に仲のよい友達と関わることではなく、「課題を解決するために、

誰と、どのように関わるか」を目的から考える行為として位置付けています。「調整」「セ

ーブデータ」など共通言語を作ることで、学びの連続性を実感し、自分の学びを少しずつ

コントロールできるようになっている様子が見られました。「人」、「場」、振り返りを支え

る「ツール」の３要素が相互に働いた取組であったことが分かります。 

 

　これらは、あくまでも「一人一人の子供を主語にする授業」を目指した実践例です。だ

からこそ、 

 

・子供に任せたからこそ見えてきた課題点 

・主体的に取り組めた子供と、そうでなかった子供との差 

・子供に委ねることに対する教師自身の迷いや戸惑い 

 

がありのままに記されています。「人」「場」「ツール」のそれぞれの要素が、いずれか１つ

だけではなく、連動して結び付くことで、「一人一人の子供を主語にする授業」をよりよい

ものにし、改善していくことができると考えられます。 

教師の役割は「教師主導」から「子供とともに学びを作り出す存在」へと移りつつあり

ます。子供たちが、自ら学びを振り返り、調整し、次につなげていくことが、教室の中で

少しずつ当たり前になっていく。そんな授業を目指し、試行錯誤を重ねながら形にしてい

こうとしているのが、今回の実践であると考えます。ぜひ、自分の教室の様子を思い浮か

べながら、立ち止まって考えてみるきっかけにしていただければ幸いです。 
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 Ⅲ　今後の方向性　  

◆今年度の研究を振り返って 

今年度は、研究主題「一人一人の子供を主語にする授業づくり」の２年次として、実際

に同一中学校区での取組や実践についての対談内容と、所員の所属校での実践についてま

とめてきました。 

今年度の成果と課題には、次の点が挙げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　次年度については、この課題に対し、胆振管内の各学校での実践例を交えながら、一人

一人の子供を主語にする授業づくりについて研究を深めていきます。 

 

 

 

 

 

＜成果＞ 

○方法論や形式論ではなく、学びを支える条件（「人」・「場」・「ツール」）に議論の

軸足を移すことができた。 

○同一中学校区で「学習の複線化」に取り組んでいることについて、情報を提供す

ることができ、小中にわたる「学びの連続性」を発信できた。 

○教師の学びと調整によって、よりよい実践に育っていくということが見えた。

＜課題＞ 

○対談や実践の中で、先生方の感じた子供の変容や手応えなどはまとめられたが、

「主語になっている」姿とは何か、また、「自己調整をしている姿」をどのよう

に見取るかなどの評価に関する観点についてはまだ整理しきれていない段階で

ある。今後も最新情報の把握と、役立つ情報提供に努める必要がある。 

○評価方法について、具体例を提示していく必要がある。 

○「人」・「場」・「ツール」を土台とした実践について、今後も収集し、発信してい

く必要がある。
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 Ⅲ　今後の方向性　  

◆今年度の研究を振り返って 

今年度は、研究主題「一人一人の子供を主語にする授業づくり」の２年次として、実際

に同一中学校区での取組や実践についての対談内容と、所員の所属校での実践についてま

とめてきました。 

今年度の成果と課題には、次の点が挙げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　次年度については、この課題に対し、胆振管内の各学校での実践例を交えながら、一人

一人の子供を主語にする授業づくりについて研究を深めていきます。 

 

 

 

 

 

＜成果＞ 

○方法論や形式論ではなく、学びを支える条件（「人」・「場」・「ツール」）に議論の

軸足を移すことができた。 

○同一中学校区で「学習の複線化」に取り組んでいることについて、情報を提供す

ることができ、小中にわたる「学びの連続性」を発信できた。 

○教師の学びと調整によって、よりよい実践に育っていくということが見えた。

＜課題＞ 

○対談や実践の中で、先生方の感じた子供の変容や手応えなどはまとめられたが、

「主語になっている」姿とは何か、また、「自己調整をしている姿」をどのよう

に見取るかなどの評価に関する観点についてはまだ整理しきれていない段階で

ある。今後も最新情報の把握と、役立つ情報提供に努める必要がある。 

○評価方法について、具体例を提示していく必要がある。 

○「人」・「場」・「ツール」を土台とした実践について、今後も収集し、発信してい

く必要がある。
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◆あとがき 
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《研究主題》 
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発行年月日　　令和８年３月 10 日 

発　　　行　　胆振教育研究所 

代　表　者　　所長　佐　藤　　　淳 

印　　　刷　　（株）日光印刷

この紀要をまとめている今も、私たちを取り巻く社会は、大きな転換期の中にあり

ます。生成 AI の急速な発展に象徴されるように、「調べれば答えが出ること」や「正

確に処理すること」だけでは、もはや十分とは言えない時代になってきました。文部

科学省や中央教育審議会の議論においても、これからの教育には、知識そのもの以上

に、それをどう使い、どう考え続けるかという力が求められていることが繰り返し示

されてきました。 

　こうした時代背景の中で、「正解のない問題に向き合う力」が子供たちに必要だと言

われるようになっています。しかし、本理論研究の編集を通して改めて感じたのは、

それは子供たちだけに求められている力ではなく、私たち教師自身にも同じように問

われていることだという点です。「一人一人の子供を主語にする授業づくり」という本

研究の主題も、決まった答えのない問いに向き合いながら、試行錯誤を重ねていく過

程そのものだったのではないでしょうか。 

　AI がどれほど進化しても、教室の中の学びは、決して予定通りには進みません。目

の前の子供の姿や反応に考え、戸惑い、時には再考しながら授業をつくっていく。そ

の積み重ねこそが、これからの時代において、ますます大切になる教師の仕事の姿な

のだと思います。 

「正解が分からないまま考え続けること」には、もちろん不安も伴います。しかし、

それを教師自身が率先垂範で実行していくことなしに、子供たちに「考え続ける学び」

を求めることはできません。本理論研究にまとめた対談や実践が、それぞれの教室で

の授業づくりを振り返り、次の一歩を考えるための材料として生かされることを願っ

て、あとがきとさせていただきます。 

 

胆振教育研究所　所員　中村　章人　　 
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（1）「一人一人の子供を主語にする授業」の具体的な実践例

（2）子供の学びを支えるために、私たちができること
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